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スローモビリティ（低速電動バス）の開発経緯

2010年
低速電動バス構想
基本概念設計
JST－RISTEX
群馬大学

2011年
低速電動バス

eCOM8 初号機完成
㈱シンクトゥギャザー
観光利用実験に協力
NPO法人桐生再生

2013年
総務省地域経済循環

創造事業 桐生市３台導入
㈱桐生再生設立

レンタル・市内運行
事業開始

2018年
国交省・グリーン
スローモビリティ

JST-RISTEX：国立研究開発法人科学技
術振興機構社会技術研究開発センター 3

2017年
群馬大学・次世代モビリ

ティ社会実装研究
センター設置

事前に
低速走行実験
（桐生市と連携）

地域企業が参画す
る次世代EV研究会
で開発したμEVの
駆動系を利用

（地域企業と連携）
地域企業約30社



JST-RISTEXパンフレットより

低炭素な街づくり＋地域活性化のための新しいモビリティの開発
ＪＳＴ社会技術研究開発センターＰＪ（2010年）

4



（財団法人 交通事故総合分析センター ITARDA INFORMATION No.79より）

11～20km/hの速度帯
と比較して、
41～50km/hでは16倍
51～60km/hでは31倍

11～20km/h
の速度帯
では、1%に満
たない

危険認知速度別歩行者死亡事故率（2007年)
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極めて低い歩行者死亡事故率



地域の強み＝地域企業が有する高い技術力（地域資源）

群馬大学次世代EV研究会

eCOM8シリーズ
27社の共同製作

Line-up

●MAYU
●EMU   

μ-TTシリーズ
28社の共同製作

Line-up

●μ-TT1
●μ-TT2
●μ-TTC

群馬大学
工学研究科

会員
企業 96社
個人 120名

研究会活動
情報収集
情報交換

EV基本技術
開発
企画
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地域企業との共同による低速電動バス
とマイクロEVの開発



7

❍ 低速電動バス（スローモビリティ）開発の経緯

❍ 低速電動バスの特徴

❍ 低速電動バスの各地域への展開

❍ 低速電動バスが地域にもたらす効果

❍ 地域実装への課題



低速電動バス ( eCOM-8, eCOM-82 )

eCOM-8 eCOM-82

屋根に太陽光パメル側面窓無し

インホイールモターと軽自動車用タイヤ

交換式バッテリー搭載 車椅子用リフト付き
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低速電動バスの特徴

1. 最高時速 19km/h

2. バス側面の窓がなく，周囲環境との一体化が感じられる

3. 対面式のベンチタイプの座席で車内での会話がしやすい

4. インホイールモーターを用いることで低床として，高齢者でも
乗りやすい

5. 100Vの家庭用電源で充電が可能

6. 交換式のバッテリー

交換式
バッテリー
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群馬大学次世代モビリティ社会実装研究センターのご紹介

本日の
話題提供
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国土交通省「グリーンスローモビリティ」シンポジウム

国土交通省

スローモビリティの活用を支援
全国で実証試験，購入補助

全国の自治体・企業
から400名超の参加
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2018年



本のご紹介
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低速電動バスの普及地域
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低速電動バスのラインナップ
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Body name eCOM-8  cCOM-4 eCOM-82 cCOM-10 

Photos 

    

Riding capacity 10 7 10 16 

Overall length 4405 mm 3630 mm 4295 mm 4995 mm 

Overall width 1900 mm 1640 mm 2000 mm ← 

Overall height 2450 mm 1995 mm 2425 mm ← 

Min. ground 

clearance 
155 mm 150 mm ← ← 

Min. turning radius 6200 mm 4000 mm 5000 mm 6000 mm 

Tire size code 135/80R13 ← ← ← 

Vehicle mass 1160 kg 960 kg 1350 kg 2530 kg 

Max. speed 
Less than 5.56 

m/s (20 km/h) 
← ← ← 

Max. climbing angle 
0.26 rad 

(15 ) 

0.16 rad 

(9 ) 

0.23 rad 

(13 ) 

0.21 rad 

(12 ) 

Mileage per charge 

(Flat, less than 20 

km/h) 

40 km 50 km 60 km 50 km 

Motor type 
Brushless 

DC motor 
← ← ← 

Number of motors 8 4 8 10 

Output power of 

single motor 
1.3 kW 1.8 kW ← ← 

Battery type 
Lithium polymer 

battery 
← ← ← 

Battery capacity 
18.7 MJ 

(5.2 kWh) 

20.9 MJ 

(5.8 kWh) 

41.4 MJ 

(11.5 kWh) 
← 

Rated voltage 52 V 51 V 51 V ← 

Solar panel (Option) 150 W × 4 100 W × 5 100 W × 6 ← 

Remarks 
Currently, not 

manufactured 
- - - 

 

桐生市内に㈱シンクトゥギャザーが工場を持ち，開発・製造・販売
→桐生市が市内に誘致
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みなかみ町谷川岳
一ノ倉沢に導入された
スローモビリティ
（低速電動バス）

ワゴン車に変わって
スローモビリティを導入

⇒ワゴン車の時は嫌われ者
だったのに、低速電動バス
になったらみんなが手を振っ
てくれるようになった

みなかみ議会様の許可を得て転載

低速電動バスの活用例（観光利用）
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地方都市の状況と課題

高齢ドラバーの事故

過疎化・高齢化
労働人口の低下

産業の縮退
雇用機会の減少

マイカー依存のライフ
スタイル

地域の人と人の繋がりを取り戻
し，地域コミュニティの活性化が

求められる

地域の繋がり低下
QOLの低下
幸せ感の喪失

コミュニティの弱体化
地域の文化が消失

公共交通サービスの
維持が困難

自治体の財政
の悪化

移動に関わる高いCO2

排出量

免許返納問題

外出困難者増加



桐生市宮本町における
低速電動バスの運行
（2016年の実証試験）

毎週（火・金）の２日
1日４便の運行

路線バスの無い地域
での試験運行

地域からの要望
により運行を実施
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高齢者の方が住む地域への導入社会実験



外出や外食・買い物が増えて、人と話す機会が増加
⇒ 低速電動バスが利用者間のコミュニケーションを向上
⇒ 自然な見守り効果の発生
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低速電動バス利用による生活の変化



井戸端会議の機能
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井戸端会議：
コミュニティ内の情報の共有や人と人の
繋がりを維持する仕組み

スローモビリティが，コミュニティの井戸端
会議のような機能を提供している



会話を生み出す空間としてのスローモビリティ

乗客

運転手
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住民向け運転講習会

目的合理的
これまでの公共交通
＝速く・遠くへ・多くの人を効率的に輸送

価値合理的
これからの生活交通
＝皆で楽しく・環境にやさしい移動

価値観の転換
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コミュニティ自身が関与できる交通の重要性

低速であるために安全な運行が可能

住民が運行を担う試み

➢地域の共有物として
スローモビリティを活用

➢域全体での
合意形成が必要

➢持続性のある仕組みづくりが重要



日本生命財団・地域福祉チャレンジ活動事業「次世代モビリティ
を用いた地域包括ケアシステムの深化」（2021-2023）
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低速電動バスの教材としての活用⇒市予算化・市内全域へ拡大

大学・
地域企業
高校生
小学生

チョットいい話！
ピンクMAYUを見た日は「いいこと」がある・・・小学生の都市伝説
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大学×桐生高校SSH×小学校

地域教育機関
との連携
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地域の中で生まれた様々な繋がり

子供たちの絵を貼って市内を走行



スローモビリティ

子供達の教育
地域と子供達を
つなげる

地域の関与者の発生

地域の共有財産としてのスローモ
ビリティ（自分達でも運行可能）

コミュニティの強化・民力の増進

人と人とのつながり

コミュニティの強化

地元でお買い物
買う楽しみ・会話の広がり

健康維持

地域の見守り
車内での情報共有

安全・安心な地域

まわりが良く見える
自然とのふれあい
楽しい観光

地域の再発見
観光地の再活性化
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スローモビリティはコミュニティに
新しい価値を生み出す社会的な装置



スローモビリティ＝社会関係資本（ソーシャルキャピタル）
を作り出す機能を持つ社会的なツール

28

社会福祉協
議会

地域の人々
個人

住民組織

行政
自治会

地域のプ
レーヤー

市民団体

地域のク
ラブ



次世代モビリティの導入による持続可能な地方都市モデルの構築
文部科学省DESIGN-i事業（桐生市・群馬大学）

ナローモビリティ

導入試行チーム

ムービングチェア

導入試行チーム

社会課題検討

チーム

スローモビリティ

活用推進チーム

統括プランナーのもとに４つのリージョナルデザインチームを組織

次世代モビリティ導入による課題解決

スローモビリティ

低速電動バス・
移動する
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ空間

ナローモビリティ

近距離の安全な
移動手段の確保

ムービングチェア

バス停までは
自動運転椅子で
お出かけ

● イノベーション技術（次世代モビリティ，IoT，ADAS）の導入

教育組織市民団体地域企業地域団体

● 地域の力を結集

群馬大学桐生市

次世代モビリティ導入により，元気で持続性ある
地域が形成できることを検証

全国に普及できる地方都市モデルを構築
全国の地域課題の解決に貢献

北関東産官学研究会
商工会議所 ほか

㈱シンクトゥギャザー
㈱ミツバ・㈱桐生再生

㈱GUDiほか

きりゅう市民活動NW
2015からの生活交通を
つくる会

桐生高校SSH
未来創生塾

地域課題（高齢化・公共交通の衰退）

●免許返納問題（マイカー手放せない）

●高齢者の外出頻度低下＝QOLの低下

●地域のつながり希薄化＝コミュニティの疲弊

●伝統文化の継承問題＝人口減少1300年の織物の
歴史と文化
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・経済的な持続性
・・・自治体負担の限界

・交通事業者の課題
・・・ドライバー高齢化など

・安価な維持システムは？

・運行主体は？

さらに解決が必要な課題
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運行主体
・自治会
・街づくり会社
・ＮＰＯ法人 など

地域交通事業者

連携

地域全体でサポートする仕組み

行政・教育機関・商店街・地元企業、地域資源の最大活用

地域の理解

今は乗らない人
も維持に貢献

従来交通との接続
免許返納後の多様な移動手段
地域全体の魅力アップ
住み続けられる地域

住民自らの
積極的関与

スローモビリ
ティによる安
全性確保

スローモビリティ
導入に伴う新しい
価値の発見

協力

少しづつ見えてきた交通条件不利地域の
暮らしの足の運行モデル
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ご清聴ありがとうございました．
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